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研究内容 

 

法医学では様々な原因で亡くなった人の死因究明を行っています。本人から症状を聞くことができず、心電図など

の生理学的な検査が行えない死後診断においては、残された組織を分子病理学的に解析して死因の特定を目指

します。しかし、多くの突然死の原因と想定される致死性不整脈を、死後に確定診断できる方法は今のところありま

せん。 

致死性不整脈の発症リスクを正確に診断できる分子病理学的マーカーが発見できれば、死後にその人が不整脈

で死亡した可能性が高いことが分かるだけでなく、生前に突然死のリスクを評価して、突然死の発症予防にも役立

てることができます。そのような分子病理学的マーカーの発見を目指して、主に剖検組織検体を用いた研究を行って

います 
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